







































こってくる。Blos（1962 ／ 1971）はそれを「第 2 の分離個体化期」と位置づけ、青年期を親
からの精神的離脱と個の確立の過程として捉えた。親からの精神的離脱とは、児童としての同
一性に変化が見られ、親と距離を取るとともに同性友人関係がより親密になっていく過程であ


















































































調査対象：A 大学の学部生、大学院生 12 名（男性 6 名、女性 6 名）を対象とした。年齢は 19
歳から 26 歳、平均年齢は 21.5 歳であった。調査協力者（以下、協力者）には、「母親との関係」
についての調査であること、粘土を使用することは伝えてあった。
調査時期：2009 年 11 月に実施した。











































































































要時間 2分 50秒）［写真 4］







































































































































































































　H さんと対照的と思われる粘土表現として、I さん（19 歳女性）の作品がある。I さんは、
全ての時期を自分と母親を表す二つの人型の粘土を使って表現したが、前思春期には斜め後ろ
で見守る存在であった母親［写真 12・左が母親］が、思春期に入ると横に並んで体の一部が I
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